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平成２２年第３回 

美唄市議会臨時会会議録 

平成２２年７月２７日（火曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 委員長報告 

1 議案第60号 平成22年度美唄市一般 

会計補正予算(第３号)(予算審査特別) 

 

◎出席議員（◎出席議員（◎出席議員（◎出席議員（１１１１４４４４名）名）名）名）    

 議 長  内馬場 克 康 君 

 副議長  谷 村 孝 一 君 

  １番  吉 岡 文 子 君 

  ２番  森 川   明 君 

  ３番  五十嵐   聡 君 

  ４番  高 田 正 則 君 

  ５番  高 橋 幹 夫 君 

  ６番  阿 部 義 一 君 

  ７番  長谷川 吉 春 君 

  ８番  米 田 良 克 君 

 １０番  小 関 勝 教 君 

 １１番  土 井 敏 興 君 

 １３番  紫 藤 政 則 君 

 １４番  林   国 夫 君 

 

◎◎◎◎欠席欠席欠席欠席議員（議員（議員（議員（２２２２名）名）名）名）    

  ９番  白 木 優 志 君 

 １２番  本 郷 幸 治 君 

 

◎出席説明員◎出席説明員◎出席説明員◎出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  板 東 知 文 君 

 総 務 部 長  藤 井 英 昭 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 総務部総務課長  大 崎   聡 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者◎事務局職員出席者    

 事 務 局 長  岡 嶋 博 文 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前１０時００分 開議 

 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

日程の第１、会議録署名議員を指名いたし

ます。 

１番 吉岡文子議員、 

２番 森川 明議員、 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、委員

長報告に入ります。 

順次１、議案第６０号平成２２年度美唄市

一般会計補正予算（第３号）を議題といたし

ます。 

本件について、委員長の報告を求めます。

土井予算審査特別委員長。 

 

●予算審査特別委員長土井敏興君(登壇) た

だいま議題となりました議案第６０号平成２

２年度美唄市一般会計補正予算（第３号）に

ついて、予算審査特別委員会の審査の経過並

びに結果をご報告申し上げます。 

経過といたしまして、７月２６日、委員会
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を招集して審査をいたしました。 

議案審査における質疑・答弁のうち、主な

ものについて申し上げます。 

初めに、地域公共交通活性化協議会貸付事

業について、これは国の事業になるのか。も

し、そういう状況であれば、近隣の市町村で

実施されているところはあるか。との質疑に

対し、市町村の事業で、この事業をやること

において国の方から補助をいただける。 

また、空知管内で取り組んでいるのは、滝

川市、新十津川町、長沼町、栗山町、沼田町

の５市町となっている。との答弁。 

次に、事業内容に現状交通実態調査、利用

者ニーズ把握調査という２項目の調査が記載

されているが、いつまで行って、どのような

内容の調査なのか、との質疑に対し、事業の

計画策定を今年度中に予定をしている。 

現況調査の中身については、美唄市の公共

交通の概要調査、公共交通の現況調査、関係

諸条件の把握、新たな公共交通事例の整理に

なっている。また、ニーズ調査については、

市民バスの利用、南美唄線・専大線に乗って

いる方々の実態調査、市内のタクシー利用者

などの実態調査、さらに、今後考えられる公

共交通形態の設定ということで考えている。

との答弁。 

次に、公共交通の問題について、地域の振

興計画と市民の足確保は切っても切れない話

であり、ここをどうするかということを議論

して方針を示していくのが総合計画のはずだ

が、今後新たな行政支出も伴い、財政計画、

収支計画との整合性も取らなければ意味がな

い。まちづくり計画とあわせてやるべきでは

ないか。 

また、法定協議会はどのような構成なのか。

この事務局は市がやることになるのか、との

質疑に対し、地域公共交通活性化協議会の構

成メンバーについては、札幌陸運支局、美唄

警察署、空知支庁、札幌開発建設部、岩見沢

道路事務所、札幌建設管理部岩見沢出張所、

フラワー観光バス株式会社、株式会社美唄自

動車学校、中央バス、昭和ハイヤー、美唄交

通、北海道地方交通運輸産業労働組合協議会、

地元の美唄老人クラブ連合会、美唄婦人団体

連絡協議会、美唄市ＰＴＡ連合会、学識経験

者として専修大学北海道短期大学の先生に入

っていただいている。また、市長が指名する

市の職員は、副市長、総務部長、市民部長の

３名、全体で１８名の委員で組織され、協議

会の会長は副市長が努める。委員の指名はい

ずれも美唄市長が委嘱し、市民部市民課が事

務局を担い、この活性化協議会で実施しよう

としてる計画書の作成を含め、２年目以降は

実証運行に対して、国から２分の１、残り２

分の１は市が負担していく考えであることか

ら、健全化計画などとの整合性を十分保ちな

がら、この実施に当たりたい。との答弁。 

次に、住宅改修促進助成事業について、平

成２１年度までの助成実施件数と２２年度の

実施件数について、との質疑に対し、平成２

０年度から制度が始まっており、２０年度は

２件、２１年度は４０件、今年度は６月末現

在で３６件、との答弁。 

次に、今回の補正件数２５件の根拠は、ま

た、今後２５件以上希望件数が増えた場合の

対応については、との質疑に対し、２５件の

根拠については、昨年が８月以降に２４件と

いう実績のため、それをもとに積算した。ま
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た、予算に不足が生じた場合には、別途予算

措置が必要と考えている。との答弁。 

次に、現在はバリアフリー化と断熱改修と

いう内容になっているが、耐震改修について

の考え方、耐震診断の実施時期について、と

の質疑に対し、現在、パブリックコメント中

の美唄市耐震改修促進計画の中でも検討して

いるが、耐震改修費についても北海道の方に

も国の交付金を活用した制度があるので、そ

ういうものを活用したものを検討していきた

いと考えているが、まず簡易診断ではあるが、

無料の耐震診断相談窓口を開設し、診断の需

要・動向を見ながら検討していきたい。また、

実施時期は、年度内には開設したいと考えて

いる。との答弁。 

次に、住宅改修促進事業について、今回の

追加補正は、年度当初の考え方をベースにし

て枠を増やすわけだが、新たな施策として打

ち出して３年目になるが、この間の検証や建

設業協会の要望、投資と効果の検証、対象、

ニーズ調査など、今後のこの問題に対する構

えについて、との質疑に対し、事業をスター

トしたときは２件しかなく、４分の１の助成

や、バリアフリーに限定したＰＲも足りなく、

内容的なものも市民の要望にこたえていない

などの協議をしながら３分の１に補助率を上

げ、断熱改修にも適用したところ、かなりの

件数となり、今年はそれ以上に出てきた状況

である。他市では新築にも助成をしている例

もあり、これらも踏まえてという要望もある

が、新築まで適用すると膨大な額となり、美

唄市の財政状況を判断した場合、無理である

と考えてる。助成は改修程度にとどめ、その

範囲を今後いろんな検証・調査をしながら検

討していきたい。 

今回、民間の耐震の改修計画もつくってい

ることから、民間の耐震されていない住宅に

ついて、この制度でどの程度救えるか。対応

できるのかもあわせ、リフォーム主体の制度

を充実するかどうか、いろいろ検証や要望も

把握しながら慎重に検討したい。との答弁が

ありました。 

結果といたしまして、議案第６０号は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

本委員会の決定どおりご承認いただきま

すようお願い申し上げまして、報告を終りま

す。 

●議長内馬場克康君 これより議案第６０号

について質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり) 

 これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり) 

 これをもって討論を終結いたします。 

これより採決いたします。 

本件は委員長報告のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

(｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案議案議案議案第６０号平成２２年度美唄市第６０号平成２２年度美唄市第６０号平成２２年度美唄市第６０号平成２２年度美唄市

一般会計補正予算（第３号）一般会計補正予算（第３号）一般会計補正予算（第３号）一般会計補正予算（第３号）は、委員長報告

のとおり決定決定決定決定されました。 

 

●議長内馬場克康君 以上をもちまして、今

期臨時会に付議されました案件は、議了いた

しました。 

これをもって、平成２２年第３回美唄市議

会臨時会は閉会いたします。 
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午前１０時０７分 閉会 
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   以上会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するためここに 

 

  署名する。 

 

 

 

       議     長                

 

 

       署 名 議 員                

 

 

       署 名 議 員                

 

 


